
 

 

 

 

 

話し方 
 ～教祖のお心を伝えるために～ 

 

 

ようぼくは、教内外のさまざまな人にお道の教えを伝える機会を持ちます。朝席や夕

席、おさづけの取り次ぎ、神殿案内、路傍講演、講社祭、冠婚葬祭など、その場面は多

岐にわたります。 

教祖 140 年祭活動の充実を目指し、教理や教祖のお心を伝える大切さと共に、そのた

めの原稿作りの意義やお話に臨む姿勢などを学びます。  

 

期  間：立教 186（令和 5）年 2月 26 日（日）～27 日（月） 

会  場：おやさとやかた東左第 3棟 1階 

日  程：裏面参照 

対  象：ようぼく 

定  員：30 名 

受講御供：2,000 円 

携 行 品：筆記具・録音できるもの（スマートフォン・IC レコーダー） 

締 切 日：2 月 15 日（水） 

 

 ※定員になり次第、受付を終了しますので予めご了承ください。 

 ※新型コロナウイルス感染状況によっては、開催を中止する場合がございます。 

 

 

     

 



 

 

 

日程表 
 

1 日目（26日） 2 日目（27日） 

12:50 
 

8:50 
 

受付 集合 

13:15 9:00 

開講・オリエンテーション 講義③「話し方の実際」 

30 
 

「ひのきしんとは」 
 山﨑 石根 氏 

 
45 

 

 山
やま

﨑
さき

 栄喜
え い き

  
   休憩  

50 
（ひのきしんスクール運営委員） 

10:00 

休憩 
演習①「班内発表」 

14:00 
 

 
12:00 

 講義①「御教えを伝えることの大切さ」 
昼食（本部食堂） 

 笹倉 雅浩 氏 
13:00 

50 
 

演習②「ふりかえり」 
休憩 

 

15:00 14:00 
 

閉講 
 講義②「原稿作り」  

 白熊 繁一 氏   

16:00 
 

解散 
 

 
 

講師紹介（登壇順） 
 

笹倉
ささくら

 雅浩
まさひろ

 氏 兵庫
ひょうご

中央
ちゅうおう

分教会長、ひのきしんスクール運営委員。布教の家兵庫寮副寮長。 

白熊
しらくま

 繁一
しげかず

 氏 
中 千 住
なかせんじゅう

分教会前会長、ひのきしんスクール運営委員。専門里親、保護司の立

場のほかに『さんさい』に詩とエッセイを連載中。 

山
やま

﨑
さき

 石
いわ

根
ね

 氏 

美阪
みさか

分教会長、ひのきしんスクール運営委員。「依存症たすけあいの会」事務

局長として、依存症基本講座の講師や司会をつとめている。「ラジオ天理教の

時間」に原稿を執筆中。 
 


